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論説

護主判員制壊と刑事時i去に
対する人々の意識

松村良之、木下麻奈子
太田勝造、山田裕子
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ント杭i之、 i本学興会科学府究費A、盤!A)' 裁刈員帯iJ;主の受 y~ と主

まLぃtl11笠迂}むについて ぬ判員 ~IJ 皮;土成功するかっ (， :~ocr/ 

ZOlOfff:正、叫究代去者松村良と)が20ù8{-1--=.1立に才>"'た~ 1::欠令1"'1裁判

長悦芝:5'.~法判杏のデータの基徒約分対一結7.~を、調杏の 1) 'J ヂデザイン、

調企犬、調査~(!)帯成とともノJ、すものである

斤先債に恭づく研究U:出品、されればかりであるべ今{支は、本Fぽ

企?テ、タをさまゲまな仮説Jニ忌づき、多惨な技JJ、を):JV'て分計し、その

結，~~削除'発表する予定とあるハ 2011Y守陵には第 2 次7凋wがニ予定汽れて

おり、問データ仁主主ついて、 .~:j :[ .:)¥読丘、存会 2-'手;調丘を通在R:-~犬、 L、わゆ

る前段研究 (bdorcaIl(~ aILc伊 sL川刊が行われる;i;'aJであるじしかし、

ぞれらの分好の市ぼとして必ず行うべ主ことは、デ タムン)， 1:依乏し、

記述トウなデ}タの基健均分万"主主果等示すとい与{宇奈でゐる、 亡れによ行

亡、データセットの1riil[;、性子担保さ札る〈また、我山口市l茂J土、桜丘も〉

とも関心、を持fニズしている政治的社主的イソシヱーであり、 号、にデタ

の井di造的分析治果を 1色J、ずることは、 ';?I日Jn甘のみならず、政策的、法実
務自~(，も有 EJE であろう l

ー ~.Û、 :):A"62(;) 三~:;(l2



裁判民山J尽Eと刑事司法に対する人々 の立識

1.調査の企画と意図

裁判員制度は、「可法制度改草の目二巨J (松尾句 2006: 10) として寸法

され、 201ゆ年5月21nから施行されるが、いまだ国民に身近なイT杭では
ない。たとえば、 2005年度に行われたある全I'.I~"J先(中央訓公社報 2005) 

では、裁判員制肢を「必要」であるとする者は34%、 方、「不要」で

あるとする者は41%と、不安派が多かったc この結果を2003年度、 2004

年度に行った調査と比較すると、民くべきことに制度の胤知度が高まる

につれ、裁判員制度必要派の回持者の割合は減少していることが分かる c

さらに「裁判員に是非参加したい」あるいは「参加してもよし、」と凶答

した者の割合も年々減少しており、 2005年度制官では裁判l員に参加する

意向のある人は22%しかいないしつまり司法制度改革の意図とは異なり、

現在のところ裁判員制度は同1:(に受容されているとは言い難い状況にあ

るといえよう。

本研究には、大きく 2つの意義がある n 第lは、このような社会状況

を踏まえて、いかに裁判員制度が国民に没透し受行されていくかを明ら

かにすることである。詳しく述べると、本研光では、決半IJ員制度に対す

る態度(認知、感柏町Jな評何、行動君:閃)、さらにJIIJ11i.土や汁IJ11 "J法シ

ステムに対する人々の態度や行動I宇|りがどう変化するかについて叫らか

にするコその甘的のために、 般人を対象に裁判良市IJ度導人liij(2007年

度予毛杏)と導入後 (2010作度実杏予定)の計 21口 l の調杏票調.~を行い、

その変化の有1tJ[と内容とを調べようとするものである。木摘はこの節 1

|口|円の調杏結米の基本的統計分析の報白である。

お2の意義は、この+十会調企が、刑111司法についての人びとの態度を

林系的に明らかにする円本で初めての調査票調査だということである。

それゆえ、 2007年度の戸~7;J先はそれ単独で、大きな意味を持つのであるは)。

2. リサーチデザインと調査方法

(1) サンプリンク

母集団は全r"l成人男!;;(但し7日以以卜)13であり、抽内サン7;レ数は

1.800であるじサンプリングの方法は、層化一段抽出ランダムサンプリ

ングであり、抽州地点は123地点、 l地点は11名間隔の系統抽刑法(開

発点は名簿上でランダムに定める)で、 1地点から地点ごとに予め定め

北法59(4-61り)2:101 [2] 
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裁判民山J尽Eと刑事司法に対する人々 の立識

という形式であり、調査員の読み上げ式よりも白記式に適した調査票だ

からである。

実査は2008年2月日円(金)から 3月2円(円)にかけて行われたじ有効

回答数は1.160であり、回収率は64.4%である。なお、サンプリングお

よび災査は(社)巾央調査社に委託して行われた 64%強という Iwl以半に

ついては、現時点。〕社会山，J伝としては極めてltJい数値であると評怖でき

るl¥なぜなら、国民の間で悩人情報保護ならびにプライパシ 意識が

両まってきているとともに、オレオレ司欺なと見知lらぬ人を対象とする

詐欺等の犯罪およびそのメディア報道が増大してきており、社会調査を

称する訪問者への嘗戒感が非常に高まヮているからである c なお、回収

什ンブルの性別、年齢、市郡別屑住地分布についても表 l、2、3を

参照されたい。

(3) 調査票の構成

この調査で用いたモデルは、人びとの裁判員制度に関する態度の構造

を示したものである(図 1)0 これは何人の|人j在変数を巾'L、に捉えた

個人モデル(七観モデル)であり、環境的な嬰同は外存変数として、個

人の外側にあると位置つけているつこのモデルを構成している要因につ

いて、肉のよから順に説明する c

ま「図の一帯上にあるのが、 1J:半IJ員になるという法行動である(最終

的従属変数人

次に、裁判員制度への態度であるが、態度用論に基づし、て、感情、認

知、行動の成分より構成されると弔えるコこのうち裁判只制度への態度

の感情的成分は、人ひ手とが裁判員制度をどのように詳価しているかとい

う問題である。具体的な例を挙げると、裁判員制度全般に対する態度、

裁判員の能力についての態度、裁判員として拘束されることへの態度、

裁判員として参加することのコストに対する態度等から構成されてい

るハ裁判員制度への態反の認知的成分は、裁判員制度についての知識と

知識についての白己Z干何から構成されている。裁判l員制度への態度の行

動的成分は、裁判員制度へ積極的に参加したいという行動意図があるか、

あるいは参加したくないという行動意|刈を持っているかという態度から

なるc
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裁判民山J尽Eと刑事司法に対する人々 の立識

裁判員制民への態度に53轡を与える要因として、第 1に「法体験」と

「法への関心」がある。法体験は、裁判]経験や裁判lを博l肥した経験があ

るか、過去に犯罪に巻き込まれたことがあるか、法律家の知人がいるか

などである。「法への関心」は、刑事事件を倣った小説や映伸|を読んだ

り見たりするか百かなどの質問によって測定されるものであるつ

第2、裁1'1)良市1)度への態度を之える恭氏安|大!として、「刑事可法に対す

る態度」、「社会制民に対する態度」、「社会的秩序に刻する態度」があるじ「刑

事司法に対する態度」は、刑事司法全般に対する態度、青IJWJに対する態度、

犯罪にんlする態度、犯罪者に刻する態度から楕成されている社会制度

に対 4一る態度」は、ンヴイソク・パワー(坂本2ω7: 10-21) .;:;;;、市民的

美徳(シヴイソク・ヴアーチヱ)川(円本主化会議‘ 1982:坂本2似)7:7)、

「お上意識」、政治参加への態度などの要閃から構成されると考えられる c

「社会的秩序によJする態度」は、進歩的あるいは保守的な態度を持って

いるか、ステレオタイプに某づいた偏見白むな態度があるか、および正当

世界信念などから構成される J

最後に、図の最下部にあるのが「デモグラブイック要因」であり、件

別、年齢、学歴、職業、年収、および屑性地域等が含まれる。

なお、外正L変数として、マス・メディアからの影響、ノl、集団からの影

響が想にされる。ただし木調企ではマス メディアからの影響のみを調

べたれなお、これらの波数は、 l勺在変数のそれぞれのレヴ L ルに対して

影響を守えるであろうと仮定している。

以上のように、本調脊禁は大きく分ければ、

(i:1 裁判l只制度に関する設問(安附百十山法による設問を含む)、

lii) 刑事司法制度に閃する設問(定見、詳悩など)、

(μi) ほ己(i)およひい)と関連すると巴、われる一般的な社会的態度を測定す

る設問、

(川 ほ己(i)および(よしlと関連すると巴、われる社会経験、 H常経験に関する

設問、

(v) ~臥君主、年収などの背景的属性に闘する設問、

(vij 要因百11画法を採用した小話(vigncttc) 形式に基づく裁判員による

裁'['1)の評何のiZ問(いわゆるシナリオ実験)

からなるげ c
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表宮 茸IJ罰を科す目的(続)
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i+Iなの刀中三減宇¥.f弓なのか

110)浸りである c

表 11 費任主義
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表 11 費任主義(続)
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札刑事司法に対する態度(3)
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10圃 裁判員制度についての知議と関心
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裁判員制度についての知識と関心表 13
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表 15 裁判員による裁判にふさわしい事件(続)
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表 16 裁判員制度の対象と立っている事件
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12 裁判にかかる時間と辞退事由
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表 17 裁判にかかる時間と辞退濯由{続)
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表団 裁判員制度の評錨 (1) (続)
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表団 裁判員制度の評錨 (1) (続)
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表団 裁判員制度の評錨 (1) (続)
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表 19 裁判員制度の評錨 (2) (続)
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表 20 被調査者の裁判員』こ立ることの意欲(続)
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表 21 裁判員にi量ばれた場合の自己認識
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表 21 裁判員にi量ばれた場合の自己認識(続)
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表 22 被調査者自身の裁判員による裁判の選好
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表 25 yナリオ実験 (1) (続)

C':ペ ン三ノ 口再
開 lず教主訳刊"ト~:I:写山
ノポ「サl説つによぇヰ1:';-:-主売

な /0"光生主主

霊山臥 住民(人%

℃ 治か1り 17 12.78 

ど七 3かこいλlばfう升?かりにくい 4ι:; :)幻~;. :泊iβ 3 

と九り〉も U 土な

} ;片うプγ己ι勺つ〉か5か、 : え(ぱ工)J.子カ りベ'.j""~ρ、 2:i 17.2~叩

1 主珍 iりjやすい c巳l 
?合号 計 13誌3 I(札孔川、 収凶) 

'1:1.:，1包 1

jヴァー〆日/ トニ{以 介か;にく 2" 17. ~): 

限沖~j:業訟判咋積|石 fl'j とhらかζいえばうf刀リ iく fS 口問

3 ど七:と《いえな 3~' Tl. ti; 

l ドちゾかi-'ぇ(ごうLトかりや寸 今.} l'U:n 

J ~~去、)やす L i 5 373 

2，58 U6 

合ri+ F;'; 1C)1、I;{) 2.: (17 

ドヴ ージヨノ ロロ可

F行 3 ン，/ 両日比

附述現主!<'，:ll!守債|計ソ
マ{よなl人/計"美Jf芸誌
山~J..:...-，-;:罪/計{大自7r'
?ま仕戸汁

G':ヘジ fノ 口町有

二日誌5')(4' 5(3) 22ι5 

会*~答 i

)/i)' i:人ノL の:1 ?O.l↑ 

J どι ラかといえ"分ヨりにくい にl ふミ t2

1 ど七っとも"え缶，[) 2~U~Cì 

4 どち~、r ぱ分佐川や司、 13 12. ~:-.r.) 

〕 うよか行止す L つ ~ .l以

1;'~: 11ム l山tJu りムl ム :H

1:1"1:":' 

う子グ fにく、 i ロ ア，. ~:i4 
ワ ド七らかごぇ(二三!t刀、'Ji: ~ミ ;'，7 -:'(;.11 

d どちらともいヲな 35 2， .rJ:: 

4 どちらか乙いえ.~);.かリやす ι 日 11.27 

d 分か)や;句、 :: 1. 1.1. 

合 l了 14~; 1()(;.lJ(I :;.~;S 0.Cj9 

むか-;1'" <. " 
，ぜJλ ーρ 汁

2 とり，，)/;込】 l、ハば?にり kにU

f よ久っ!::>'; i. 弘之な l 込

vらっ〉誌 、 ，:;:'-;C:かかりや l¥'

1 4Jかワわす L

f、~:

1正 lユL

2:ミιよ
5冶じ 97

ミ刊ο 7門ドり〉 ソy叩Hりノ
一

lう 11.J i 

ミ 2ωも

1L 1μ(川山心 以)

る

2 匂 y ム :)1

13只1



表 25 シナリオ実験 (1) (続)
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5 域1設十"ーのみの芸HI_: 己 8ι3 

合~t ]:~~ì II，() ，1川:";.2.0 ()お9
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yナリオ実験 (2) (続)表 27

とらかといえば裁判門;二合る裁

らりルも，な'，'

」η らかといえば械業法判千;のみ

裁判l

1 2穴業が刑l干のみの政判 IQ 11. 1り

イ子計 lr; J0C οU 3.2(" 0.90 

T寸 l芦ミ ミ

1つ「、りIS 
裁
ハ
民

ノ

14

ノ

ド

す

り
山
伏

j

つノ

v

l

d

/

 

ミ
4

1

1

4

1

ン
M
M
料収

lい

戸
、
川
丸
山
又

ペ
り
+
仏

L
h

V
4
=川
作

v
l
H九

u
「
h
H

引
勺

λ
円
以

:'Ji :).[ 

1ηCR 

8:~ 

2:) 

<:. :'I:~ 

2.97 " 

C，内 γ ンノ故叶

目黒肘ヴポ't:;:~ 之、:') /札

;j';.'¥}'， iソ

η 、~:iと:， i 

~!. 90 

1，;. '[9 句。

，-;:'LG2 

とJ.9;

h 

よ当該

試;;!eをによ心裁判

ソ }モら刀、しいノlifム，i:';'H::i:よねk

ど，らと"えなI

どち l がと vえば村仁数サI'F':のm
の1-&判J

3主l

，1何? ン，/ 裁判
員士見吋7之才、 :'J/品

円て 0:-

lふろ 1，氾 {川 ::;'1:; iUl3 

オ士l:~夕、 〕

1.66] 

21閉デモタラフイッウ豪閣

;♂i壬票では、問28の次l、性別、 Lレ年月、収人、学歴、戦実を尋ねて

しゐる u そのうち、や別、生1[月:二基く可約分布につし，Y(~よ、表 1、

に言"ヨ1，~トンプルと比較するすふとノj、した c 収入、手除、 l成業についごは、

J¥ 三包を

フ

子-;;J， I -f、t、
'1 _， j 

二日誌5')(4' 5S:J) 22.'>'7 
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}附 l此

表 2自 デモヲラフィッケ要国

FJ ;!} なたのだ ~r (1) 

年間(')~'，':-i';II人羽

よム全ヅJみ孔刈) ，は=;尖c'J乃')'i， 乙ヌれL 

l 石ιJ寸つ主 Fカ ¥ 
土.，、

P: I~:ι 

あこもにバ最らに

やまさ 3 七 J 社iJ、f、
のと 7，，"ち九'/:;:) 
ヤ，し、:ょっ

fj同人
f'j ゐなす干のtf1'1の
;.>1ム t ，れ~I， :-仇こみ1に

あたりまョ;，~， 0 ご:i

窪引批

l 

ぴ)万円以上、いりT::';士榊
ミ 山下!jP:;l:J.I、7仁川()!j:司7.，:fi
7U(¥万1';以上 111以l万I';:;:i吋

~，)(l(リ円以

j、F
'!;II:I丙

iど U;; ，l~

l ノd、とι'1'学校::~t~小♀訟をさと)
吋すρ宇陀 (11i討中?校山主E予社日子f;，:r:伐を T

4 釦ff;可人1戸 川ぞ侍門''/'1':，( jr:，I:，'，"父 ， ，守山従'f:::(
を:占む}

O/~ 

ムH. ~'1. '18 

:~--1-~ リリ 6行

η]りょ，"，，1;ワ

1 ::2 : 2.2:1 

~;1 7.1-)1 

1 JJ，'7 つ84
23 ~ (j 

1 ， JH~ 10υ()(.1 

庁←

吋h

2(; 

r'i 

;;' -】

J8.8S 

ょ7.!n

4 人:ニ主 ノl 与に I， :H とU人学を~む~!12 ; g，::;6 

，;-ブ〉也 0，09

'>nl 1， 1，-1-:) ~1:j.U.) 

4101許 11 0.9:; 

今戸 1，10U 100，UU 

i封切 :-;{~，{ % 

~+，i，.t. .立丘 日 .1.'W 

2 州 :;;;11v') '--.'r:-lF'主民 '，d，) 3;). ~9 

ど l占附ば~. ，- .1 アルパ %G:l :~-， 9::; 

派遣仕民 り]ょ 81

日吉，十 汀出"苫 1';2 ぷ 7~)

じ京陪従事Jオ :1.28 

7 内;r~ 1 1 0りる

S '''=:生三n 7::: 
り と手ーす:お前 !日 : 5， !);:1 

111 .liH;;; ll~ 9.(j() 

L よその~~; 1c' 0.86 

rいい十 1 ，lJ-3 98， <; 

01;1可答 17 ， 1';" 

合計 1. W) lflU.:J(1 

22 裁判員による裁判への賛否

ヰ'cJ;，J也守主Jの 番以後の設r~] としによk判長による故i'I; に者十Tる

託手守を 5段陥の尺院で弓ねた。結果!土女 子jの送りである、

107J ー ~.Û、 :):4 ミ;;4)'!~3fì
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表 29 裁判員による裁判への賛否

，、 J~- D(;玄

、辻、裁判員 l二よ
ふい1かキノされるこ
に貧lιですか、反対
守ごす1.'れ 、J:tJ ~): 

~~:;，~J. 

どe かこいλバえ刻
!--'~，;， }-よ h'、

】 ι ーゆ

， ，rHd.' 
r つり九:，:'nrii;

，) t:'-Iι 

令-:-;

1:1.:， 1包

" A 
1'11 12.20 
233 ~.:C:. JG 
jワ今 日に
一一一
2H¥l 2';::.'で

7ら (j.'I(j 

，1:::'5 1しνUu

ι 

ふ J!:: H~ :土、 SIべS 上のJ仇設内が Lγ;UD(;~ ): {， ~jけコ f てし i る

3主

2， ~三 。~，l

な打、この商内、は部分的には、 H ノ:':'ê;;: 街振興会主t~:f:ii;r lLn恭:tt. (A) I刑事

法子と'[，'1.年'1' 刑事故千'h'，.;~干の構築 lこ :6J げて.1 <:':007-2010年足、研究代

表(í'U印有~:r:iJ) に長f九、ている

:1 本科学制|党f，'[による令'1 党では、 2 日の全;寸前企「基づくうF)~J付の他、 ÞHIJ 民

主~1'1Jのユ ザ許也、政引1J 11裁判jの運常技仏、政判 fH主~J\の汁護士の地!と正

行動引 ii'l}/j: !-:'につい Lも1;;1究が了丁われる

.碓いはiB3SF2月ム Eから1988守二 i月末日ま Lにと主まれた昔であるU

:4 i;-0 -11. (:!()C'iトC(土、世め問主主知JF千と市イ安所有のJU立か幸正告されている)立、 ;1
らのf二〆Jr被r;_一言出査に'.'_llγど 同~;~~I~査では回収平 53.1% 訪問':-5め置き F

J土67マヲ6であゥた2される Lなおこの間存も L社}仁:コ央調子"祉に委託t-c ，fJわ
れているんよの嗣査は詞古見ジ〉庄内"で怯抗告おか山詳しにく l，，:ii'jJelを取り上

げてし 3る被害者調由、であることふ171玄Lなければならなし叫ヘ 般に、羽在員

の請でI: ft(l ~C'の::-T:怪人が，<1:められる問没前丘よりも功間同め芦主前1toyhが日収

マカ§尚l.'.!与えられるのである

ミ シピソク‘パア レl土、 r:'iRが伐過にワえる話予響刀、すなわι、政治エlj
トによって政イlムド行われるのでは長く、 般市民が士院となって政治に芸却 1~9

る、ある¥.，¥ ~正司:_ -c しると tB~~x してしるかか志味 J る九件l円汁;設としと はも

投票、アモ、選別ι舌動等がある( j，f!j <はうはよ献主主l沼η

れ 11;民主"三位(ンピック ヴマ 子 ι i (::士、 I ;jRがf十三:一司わわを持つ ~;i~

の治切なCJ動某辺、あるいは道徳である〉ニの減免;止、政治学におい亡は)'、有「

土 AO)思想と主主びついた;::1'2いイ/ア '1ケーシヨ/をf手ち e シピ/クー 'j'':-'ー

チJ など与珂月"!寸るか、当ら lはそれ合忠ほとし L質問l互いによっていかL視

にするかについては多くのロ'l'.:~治がある;巴うが、それ ι コ v ごは甲jおで「ぷìL: 
(戸

ωJ .'，t三C'.})ゐハ

7 この競技ーのよ土会設立では異例であるが、本件守叫究官ι)1[1請が採れさ札止二

時w;と、，jlM査の安置の時期がλ"長1.('いたため ¥-t. "cにホベたように、裁収員

二日誌5')(4' 5S:-)) 22_'>'5 L6只1
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制度実施以M'JになH1図利査の実査を行う必要がある)、本格的な下備剥査を行
う時間的余裕が存在しなかった{

ここでは、設聞の作成について、刑事ロl法と裁判員制度については、 Flana

gan & Lon只1TIll巳 (ecb.)(1996)、羽目的tsmanetλ1. 12∞41を参考にしたι また、
社会的態度については、 Robinsonet 31. (ec¥s.) (1991)を参考にした。なお、也

会的態度に悶するl世間は、松村他12006a;b)で用いられた北間と 部分重なっ

ごいる口市しくは、松村他(ZIXJ6a;b)を季聞きれたい{

8:嗣査崇は8種顎あるが、 AからHのヴ γ ージョンのとれが配付されるかは、

あらかじめサンプリング名荷で順番に割り当てられていたじいうまでもなく紋

調ft話は U己が回詳した調査票以外に、それと異なるヴァーンヨンの詩~ft票が

存在することは知lらされていない
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裁判民山J尽Eと刑事司法に対する人々の立識

付録1 問27のシナリオと設問 (Aヴア ジョン)

問27 以下の士平は、裁判員による裁判が行われた、ある股火事件にヮいごですれ

丈輩を読んで慣問にお拝えください口

"¥(立、日氏の休日に放火Lた脱いで刑事故判の紋山人になっとL、ます 九は、

火事のあった 1日後に l封甫され、検察によって起訴されて、有権青からくとε
選はふれた 6ちの裁判員と 3誌の職業裁判官が帯用判断を寸る裁判員による裁判

が行われました。

裁判!の畠;型が始まる前に、裁1'11貝 ():{'rに対して裁刊l長から次のような説明があ

りま Lた。

「被常人が、人が性同に使用Lている建造物に火をhtι、それによって火事が
発生した場合現住建造物等放火罪となりまれこれから始まる裁判では、検

察側が証拠や証人によ勺亡このことをす評Lょうと好iJLますL，被常人Aと

その井議人は日正拠干門正人によヮてこのことを凸、定しようとしますc 皆さんの没

けは、 i1-主主に11'1されたerr拠や託子守をn意深〈見たり聞いたりして、火を放った
のが本当に被告人Aであったのかについて、立実を託児することで仁被告人

1がJくを放ったことを検疑側が什埋的な疑いをいれない程腫にす託したならイJ

罪ですし、合判的な疑いが残るなっ無罪「仁

もしイf~ドの鳩什はさらに刑の重さも決めなくてはなりませんの」

この川事裁刊で検察側は次のように十張しています。

じ、

「被告人Aは、普段から憎しみを持っている且の性宅に大をヮけ亡やろうと;
d'， 

えた。被告人Aは 12月20日のタH5時2的ナ頃油で川らせた新出紙を刷いて、
且のf↑宅の介所口lこ火を吹ったι その結県、且の件宅を全暁させ丈 J よって被

告人Aに対し亡、現住建造物等放火の非として10年円相jを求める CJ

被告人Aは;1;.このように半張していま 4人

「なるほどそのころ私は、日さんのイキ宅の近くを通りかかりま Lた、いつもィ、

愉快な子つなの l了、まの外かり製口を口 J どべつろうと目、ッたのむすυ火事になっ

たのは、きっと日さんの、帰り火のイ、始末が出囚だと思います、令焼したのは、

当日空気が乾燥Lていて、風が強かったせいです0J

北法59(4日1)2Z:.s [70] 



ー込 門

i師"光

(1 )あなたはこれまでのところで 有権者からくじで選ばれた裁判日にとっ亡こ

の拭判が分かりやすく進んでいると思いま jか、思いませんか、 (0はIつ)
"かりとく L ど九勺かとI え^ ピちム ζ も、 f._-:':， ピ弘九かと¥'_*.iJ '，1かりヘ2 ずL

うJフかりにく l グrス怜 jベ-'T")

2 3 4 5 

被fH人Aのこの事件は祉拠や祉人的取り調べが終わり、いよいよ裁判員6名と

裁判!日 :~rl による話し台いで被告人 Aが]見liJ主造物投火罪か、そして有罪なら

刑的中さを決める評議の段附fこなりましたへ

引説〔話L台い)が始まりま Lた。

評議の冒頭 P裁判長が次のように発言しましたコ

「決判開の特さんにとって刑中裁判は初めてでとまどっておられるでL二うか

ら、裁判口である在、たちの方から、しこの裁判lについ亡の見併を、 L心的たたき

D'とし亡叩 L上げようと思いますし」

すして、 3名の裁判官が順次、そのv見を全員の前で証明 Lましたu
その上で、裁判官の意見にゐIj る~疑応性の7f;Sで評議は進められて行きましたれ

(2 )あなたは、裁判買が出分の意見を白山に発~--t ることが Pきたとはいゐまヂか、

思いませんか。 (0は1つ)
シzぅムカ>ハ 'f シ九ム もv ノーなL、 !-:'，-，r，ラ元，':l')ノーi;f

なかったと忌 ~III ; 発 ~il:こ4';;1 --c，~ たと 恩 フ
cヨ誌なかっtcζ ¥'，'，-) ご会たと.¥l'，-i

2 3 4 5 

(:1)あなたは、このような計議(話L台い)の進め方を公l卜だと思いまずか、不

公止だと目、いますか，(0は1つ)

イ公ょLμζ 恩 j レちりかレ"え ぶ !:~1Jνζ もいえ 、 い ど九 νかといえば 公ょl/.ーと恩つ

イ公rrヌと思う 公iFたと忠 j

2 3 4 5 

げ誌は 2H 問ノrpけて熱心になされま Lたりさまざまな角麿から 7↑~r;lパワj~-拠・社

人について検H~ 、 ilW~合った結果、有権者かりくじで選ばれた裁1"1f1 (;名と

裁判官3名の山Lた続論は、量出でLたU

]
 
I
 

η
t
 
[
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(，1 :あ企た:i 二J)，II'IJ事裁判や令仏としてみて裁':Inrc七与だ ;/二 ，，;，t)v' ;t':J;~ヘ

':1荘苫かfへ遣はおれた刻字 ftJ.-， ;!~f. /~ ~，たと思 eι ま寸カ、 (U~ょ I つ)

帆:;!'.Yi.向可土蒋 l 卜 かいえ，勺円 も ，ホ} ι らか';;， i-f ;)c':ifl司さす :L-よ
T あ ん i"立哉と1¥': 右>/ 鼓;1: '~í 子cil>へと

2 3 4 5 

(;; ;去、在fは このjトI芋款判IJ7市';~K には裁判氏。J意見が川町tC1正反映 t.'.-. .'ll， 

し:ますかじ((コ1" つ)

人目/し l ち ，か;λι
交;r~ r. ρ ムい

どち ν〆もいλp ヮ元 ζ "ぇ ， 
又1;';' 了

、&:， ~ζL 勺

2 3 4 5 

。)あなたは、ごの，.g:;裁判の干怯えを公卜fこと早いますか 忠いま江メ古

1: c.:，:よ1マ〉

バー にζ'-" どちづとしえ忌 どち，， .:: ;J ~ < ' と 斗 >0 公11'!と L
穴公'!，:.， '~'， ')卜ずと，
2 3 4 .............................. 5 

(l)あごと七ii、 の!lJJ:TiS半の祐三牲に約fL!Lでさま?か、できませ人か
"-)) 

，¥i;-'J、"，' Jらり7ウ》 ご l 九 九ノも¥'ル， ，エ 中[グlでさ£

バ'j~~，'、-， '~l" 制は C々ヲ

2 3 4 5 

二日誌5')(4' 54:>) 22.'J，l 

二は
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付録2 問28のシナリオと設問 (Aヴア ジョン)

ー込 門

i師"光

問28 *の文平は、裁判民による裁判が行われた、ある殺人事件についてですれ士平

に続く質問について、あなたのご立見に最もJE:いものひとつを選んでくだきいじ

"¥(;:，知人の日さんの家のそばで担きた猟銃的発射中件で対IJ中北判の被山人

になっていますd この発射事件では、 Bdんの支のじさんが銃押(こ当たって

.jピ亡しま Lアニ。
AI立証察に逮捕され、検察によって裁刊叶に起訴されて、有枠苦から選ばれた

6おの杭判員と 3ちの職幸裁判官が辞周判断をする裁判員による裁判が打われ

ましたり

なお、殺人界的場合、被行人が殺忘をもって人を殺した場合に有坪となります。

したがって、被芦人が殺意をもって人を殺Lたことを、精察側が台理的な庇い

をいれない催度にJL札 Lたなら有罪むすし、合叫的な疑いが残るなら他界ですc

この刑事裁判で検後側は次のように下政しています〈

l紋告人Aは、金銭卜のトラブルから知人的Bに深い恨みを抱き、殺してLま

おうときえるようになったし

被告人Aは、脅から許可を得て五に置いていた猟銃をn'-tぅ出しBのるとへ行っ
丈、庭で夫婦で教dし、に庭いじりをしてい丈 Eを見つけて筏ろから猟筑でね

らって発射した。

ところがねらいがそれて日のそばにいたBの妻のCに当たったハ Cは間もなく

死亡した 1

よって被告人Aに対して、殺人などのうドとして1刊のF刊を求めるd

被芦人 tは次のように i3:畏していま j人

「知人的Rさんの家へ行ったら、 Hさん夫婦がいつもりように熱心に庭いじり

をしていたι且さんに最近防入した銃を見せようと猟筑をケ スから取りiI'r

したら突扶嘉売したコ i討し静はじさんに当たってしまったの じさんが死亡した

ことは姥念でならないが、人を殺そうとしたものなとではまったくないリ

( 1 )あなたは、被告人Aの主張と検察側の主張と Pは、どちりめ方がもっともら

しいと思いますか、 10はlつ)

モ?九ソうといえ対 ど勺ら)イ"ノーなし九 C，か)いえば 検察側の

被告人への土~nC)ブりが 牧祭伺n土jrのブ守1)' 土jrのブ守が
!、} もっと h 竹 1__'. も1とも I、} も1とも I、}

2 3 4 5 
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裁判民山J尽Eと刑事司法に対する人々の立識

このや件は社拠や社人の取り調べが終わり、いよいよ裁判員 G?;と裁判官3特

による前L合い-c被告人Aの有罪ー無罪および有罪の場合の刑グ)革さをiJとめる

評議の段階になりましたr 評議においては、まず、被仏人九にHさんを殺そう

という殺ぷがあったか台かで議論がれわれま Lたv いろいろ企側山から熱心に
主 L

議論をした結呆、殺Eがあったという職業裁判官の側の立見が通って、それが

結論となりましたし

( 21 あなたは、議:，-~-についてのこの結論に納得できますか、納得できませんかu
(01土IつJ

がえ4で主ない どち均/ぅ、と」え; どちらとも '-;Ic;¥' どまとら治、とい三iJ がJ与できゐ

制作寸，¥;~:'.、 れつできる

2 3 4 5 

(， )あなたは、松山の有無について裁判貝と裁川じが許讃(請し合しリで決める

ことはふさわLいと思いますか、思いませんか (0はiつ)
ふさわ"くな、 とん"かとハえば どんムこも、 χない ピムムかとい γ ぱ d じわ干しL

λ さわしく会L、 5ざわ"、

2 3 4 5 

1ltいて杭判員 6名と裁判官3名による討議(話し合い)では、職業裁判官は「日

さんに対守る殺置があった以|、人に対 fる殺人の故意があったのだから、化

亡した C さんに対する殺人の非が~2められるの」という H 見を表ゆJc ま L たに

これに対Lて、設宇11Mが rcさんを殺ぞうとしたわけではないから、 Cさんへ
の殺人的故泊はないの LたがヮてCさんについては殺人罪は成立せず、過失致

タヒの罪に逝ぎないのではないかι その代わり、被白人主が殺しそこねた且さん
ふ

については、殺人来連軍になるのごはないかCJ という杉見を述べま Lたの

いろいろな側面からまL心に説諭をした結果、 'Cさんについて殺人当帥霊能山人
Aには認められる」という、恥柴裁1川百円山見が通って、それが結論となりま

した(

(4 )あなたは、被告人Aにどのような罪が成すするかについてのこの結論に納得

できますか、納得できませんか (0:11つ)

が守 f認ない 三九内かと l えご と九ら もv ノーない とむらか LいノUi- れ得c"，る
1内仰に主な" 校学で~-'0 

2 3 4 5 
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ー込
i師 "見

(5 )あなたは 被告人Aにどのよう在罪が成立ずるかについて裁判日と裁判民が

:討会(話Lイ干い)で決めることはふさわしいと思いますか、思いませんか

(心は 1つ)

う沿~tJ L、な、治 レ九りかレしゐえ晶 Yちら ιもゐ λ なし〉 どすJ ら元、とし';-:i1 λ ~h'--- ，' 
';'，t"込"、と三才、し

2 3 4 5 

有権者から選ばれた裁問貝 ():{'Iと職業裁j'1j'B:1宇lによる評議(話し台い).E被

作人A:ま結同、 Cさんに対する殺人罪ご有罪という結論となりましたハ

次いで被告人 1に対ずる川の重さを議論することになりましたが、意見が割れ

ました。すなわち、 Ei年内相Jが妥当tcという有権者から選ばれた裁判l員の人た
ちの意見と、 10年の州lで|分だという職業裁判官の意見が対ウLましたι

いろいろな側同から熱心に議論をした給与供、 lO.fドの*IJが妥当であるとし寸職業
杭判官の苦見が)fIiっ亡、それが結論となりましたd

i 6)あなたは、被告人Aに対する刑円卓さについ亡のこの結論に納得むきますか、

制作できませんか (O:i 1つ)

事い}に宍ない と九"力主 I、え(三? と?勺ら)イ"ノーとい どιら元とし 'f_if il ~η でおる
約得てと主な，_..， 円Z子でさる

2 3 4 5 

(7)あなたは、被告人 A~二対する j刊の亘 5 について裁判') f1と裁問官が詐議(話L

合いi-c:決めることはふさわしいと旧いますか、出いませんか.iOは1つj
A さわLくな ，んら均沿，.え " シ九ム もv えなL、 k 九九元....，.，.)ス i;f さすっ'--¥、

d さわLくな" λ/~ t) ~~ ¥" 

2 3 4 5 

*** (8)(9)につい亡は省、附したι

[7riJ 北法:i~J\4 ・ ;)46)2228


